
平
成

3
0
年

8
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
7
号

(4
) 

 
平
成

3
0
年

8
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
7
号

(1
)  

 
 

 

発
行
：
柏

市
富
里

地
域
ふ

る
さ
と

協
議
会

・
富
里

地
区
社

協
部
会

 
h
tt
p
:/
/w

w
w
.f
k
-t
om

is
a
to
.n
et
/ 

「
柏

市
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か

ら
南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い

ま
す

。
近

隣
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
、

町
会

の
垣

根
を

越
え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 

編
集
・
制

作
：
広

報
部
 

k
oh

o@
fk

-t
om

is
a
to

.n
et
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問
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富
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近
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タ

ー
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（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）
 

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
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問
い
合
わ
せ
：
近
隣
セ
ン
タ
ー
 

0
4
-7
1
7
3
-9
5
3
1
 

※
2
0
1
8
年

7
月

2
2
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

～ ～～～
    
誤 誤誤誤
    飲 飲飲飲

    に ににに
    注

意
注
意

注
意

注
意
    
～ ～～～
 
 

 
 

 
 

 
 

3
歳
未
満
に
多
く
、
最
近
は
高
齢
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
 

１
.
誤
飲
が
多
い
品
 

 
・
乳
幼
児
：
医
薬
品
、
タ
バ
コ
、
コ
イ
ン
、
ボ
タ
ン
電
池
 

 
・
高
齢
者
：
医
薬
品
、
洗
剤
や
洗
浄
剤
、
入
れ
歯
 

２
.
防
ぐ
に
は
 

 
・
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な
い
 

 
・
薬
の
包
装
シ
ー
ト
を

1
錠
ご
と
に
切
り
離
さ
な
い
 

 
・
食
品
以
外
の
品
を
食
品
容
器
に
移
さ
な
い
 
他
 

相
談
窓
口
：
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

1
8
8
 

電
話
：

0
4
-7
1
6
4
-4
1
0
0
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
）

近
隣

近
隣

近
隣

近
隣

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

休
館

日
休
館

日
休
館

日
休
館

日
    

8 888
月 月月月

2
0

2
0

2
0

2
0
日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

    
    9 999

月 月月月
1
9

1
9

1
9

1
9
日

（
月
）

日
（
月
）

日
（
月
）

日
（
月
）

    

    
辺
り
か
ら
は
、
宿
泊
旅
行
。
桑
名
宿
か
ら
鈴
鹿
峠
を
越
え
、
大
津
宿

を
過
ぎ
て
京
都
、
三
条
大
橋
に
到
着
。
新
幹
線
な
ら

2
時
間
半
の

東
海
道

5
0
0
キ
ロ
で
す
が
、
テ
ク
テ
ク

3
年
半
か
け
て
妻
と
二
人

三
脚

で
歩
き

ま
し

た
。
東

海
道

は
今

も
昔

も
わ

が
国
の

政
治

経
済

の
大
動
脈
。
所
々
に
往
時
を
し
の
ば
せ
る
町
並
み
、
景
色
が
残
っ
て

お
り
、
さ
な
が
ら
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
そ
し
て
、
各
地
の
美
味
し

い
食
を
肴
に
、
飲
む
ビ
ー
ル
は
最
高
で
す
。
 

 
セ

ン
タ
ー

を
訪

れ
る
利

用
者

の
横

顔
を

拝
見

し
な
が

ら
、

人
生

の
楽
し
み
方
は
色
々
だ
な
と
感
じ
入
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
 

線
を
ぐ
る
り
歩
き
。
こ
れ
に
飽

き
足

ら
ず

東
海

道
歩

き
旅

を
決
行
。

2
0
0
7
年

5
月
、
歩
き

出
し

は
日

本
橋

か
ら

川
崎

宿
ま
で
。
次
は
川
崎
駅
ま
で
電
車

移
動
し
、
そ
こ
か
ら
保
土
ヶ
谷

宿
ま
で
歩
き
ま
す
。
そ
し
て
箱

根
を
越
え
、
三
島
宿
を
過
ぎ
た

 
い

つ
も

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
私
は
若
い
頃
か
ら
時
折
散
歩
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
5
0

歳
を

過
ぎ

た
頃

か
ら

本
格

化
。

割
り

と
飽

き
っ

ぽ
い

性
格

で
し

た
が
，
今
回
歩
い
た
最
終
地
点
が
次
回
の
出
発
点
と
な
る
よ
、
そ

こ
ま

で
電

車
な

ど
に

乗
り

そ
の

先
を

歩
く

…
を

繰
返

し
繋

い
で

い
く
。
こ
れ
が
長
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
 

 
歩

き
始

め
は

自
宅

か
ら

柏
駅

を
経

由
し

て
馬

橋
駅

ま
で

。
次

は
電

車
で

馬
橋

駅
ま

で
移

動
し

、
常

磐
線

上
り

方
面

に
歩

き
出

し
、
や
が
て
日
暮
里
駅
に
到
着
。
続
い
て
山
手
線
、
次
に
大
江
戸

人
生
の
楽
し
み
方
と
は
？

 

日
時

 
イ
ベ
ン
ト
名

 
窓
口

 

8
月

 
1
7
～

1
8
日

  
1
6
:0
0
～

 
納
涼
夏
祭
り
大
会
（
豊
小
）
 

豊
町
東
町
会
 

 
2
4
～

2
5
日

 
1
8
:0
0
～

 
富
里
盆
お
ど
り
大
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

富
里
町
会
 

 
2
6
日

（
日
）
 

1
0
:0
0
～
 

納
涼
盆
お
ど
り
大
会
（
豊
町
第

3
公
園
）
 

豊
町
西
町
会
 

9
月

 
１

日
（
土

）
 

1
0
:0
0
～

 
ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
3
日

（
月

）
 

1
0
:0
0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
5
日

（
水

）
 

1
0
:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部

 

 
11

日
（

火
）

 
1
0
:0
0
～

 
母
と
子
の
つ
ど
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
2
日

（
水
）

 
1
0
:0
0
～

 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
9
日

（
水
）
 

11
:0
0
～
 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
2
0
日

（
木
）

 
1
0
:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
こ
ど
も
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2
3
日

（
日
）

 
1
0
:0
0
～

 
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2
3
日

（
日
）

 
1
0
:0
0
～

 
体
育
祭
準
備
全
体
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

体
育
部
 

1
0
月

 
1
日

（
月

）
 

1
0
:0
0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
3
日

（
水

）
 

1
0
:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
三
小
こ
ど
も
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
6
日

（
土

）
 

1
0
:0
0
～

 
ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
9
日

（
火

）
 

1
0
:0
0
～

 
母
と
子
の
つ
ど
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
0
日

（
水
）

 
1
0
:0
0
～

 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
5
日

（
月
）

 
1
0
:0
0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 

３
.
対
応
は
 

 
吐
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
誤
飲
し
た
品
に
よ
り
危
険
な

 
場
合
も
あ
り
ま
す
。
迷
っ
た
ら
、
医
療
機
関
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

 
お
役
立
ち
情
報

 

・
災
害
専
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
(1
7
1
) 

・
か
し
わ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
 

・
地
域
で
使
え
る
公
衆
電
話
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
 

h
tt
p
s:
//
se

rv
ic
e.
g
eo

sp
a
ce

.j
p
/p
td

-n
tt
ea

st
/ 

携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
メ
ー
ル

機
能
を
利
用
し
て
、

情
報
を
配
信
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

 
災
害
情
報
や
地
域

の
火
災
情
報
な
ど
、

柏
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
を
配
信
し
て
い
ま

す
。

 

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.i
k
k
r.
jp
/k
a
sh

iw
a
ci
ty

/ 

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.n
tt
-w

es
t.
co

.j
p
/d
en

g
on

/w
a
y
/ 

地
震
な
ど
大
災
害
発
生
時
は
、
安
否
確
認
、
見
舞
、
問
合
せ

な
ど
の
電
話
が
急
激
に
増
加
し
、
電
話
が
つ
な
が
り
難
い
状
況

が
発
災
当
日
～
数
日

間
続
き
ま
す
。

 
災
害
時
に
限
定
し

て
ご

利
用

可
能

な
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
（

1
7
1
）（

電
話

サ
ー
ビ
ス
）」

を
平
成

1
0
年

3
月

3
1
日
か

ら
提

供
し

て
い

ま
す
。

 

今
年

も
西

日
本

で
豪

雨
が

甚
大

な
被

害
を

も
た

ら
し

ま
し
た
。
数
年
前
に
は
鬼
怒
川
が
決
壊
す
る
な
ど
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
災
害
が
立
て
続
け
に
発
生
し
て
い
ま
す
。「

防
災

無
線
が
聞
こ
え
な
い
」
、「

避
難
勧
告
の
意
味
を
取
り
違
え
て

い
る
」
な
ど
行
政
の
指
示
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
警

告
の
理
解
が
不
十
分
だ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
、
被
害
を
大
き

く
し
た
原
因
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

 
8
月

3
0
日

~
9
月

5
日
は
防
災
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に

私
た
ち
の
緊
急
連
絡
網
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
現
在
は

S
N
S
な
ど
の
技
術
革
新
が
著
し
く
、
情
報
が
溢

れ
て
い
ま
す
が
、
発
信
者
が
不
明
な
情
報
や
、
悪
意
の
あ
る

情
報
も
混
在
し
て
い
ま
す
。
誤
報
の
連
鎖
は
新
た
な
被
害
を

も
た
ら
す
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
最
も
信
頼
の
お
け

最
も
信
頼
の
お
け

最
も
信
頼
の
お
け

最
も
信
頼
の
お
け

る
情

報
は

行
政

が
発

信
し

た
情

報
で

す
。

る
情

報
は

行
政

が
発

信
し

た
情

報
で

す
。

る
情

報
は

行
政

が
発

信
し

た
情

報
で

す
。

る
情

報
は

行
政

が
発

信
し

た
情

報
で

す
。

た
し

か
な

情
報

を
基
に
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 
柏
市
で
は
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
各
近
隣
セ

ン
タ
ー
に
職
員
が
駆
け
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
、
管
轄
す
る
地
域
の
町
会
に
行
政
か
ら
の
最
新

情
報

や
、

要
援

護
者

の
リ

ス
ト

な
ど

を
伝

達
す

る
と

と
も

に
、
各
町
会
か
ら
被
災
状
況
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま
す
。
近

隣
セ

ン
タ

ー
と

各
町

会
の

連
携

が
情

報
収

集
の

要
と

も
い

え
ま
す
。
伝
達
を
う
け
た
町
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
あ

っ
た
独
自
の
連
絡
網
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
町
内
の

ど
こ
か
ら
情
報
を
得
た
ら
い
い
の
か
、
事
前
に
確
認
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

 

公
衆

電
話

が
何

処
に

設
置

さ
れ

て
い

る
の

か
を

知
っ

て
い

る
人

は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

 
災

害
時

の
こ

と
を

考
え

る
と

、
も

し
携

帯
電

話
が

使
え

な
い

時
の

た
め

に
保

険
と

し
て

知
っ

て
お

く
こ

と
を

お
す

す
め
し
ま
す
。

 

私
 
た
 
ち
 

行
政

 

近
隣
セ
ン
タ
ー

 

各
町
会
の
緊
急
連
絡
網

 

各
町
会

 

ま
た
、
ご
自
身
と
ご
家
族
の
安
全
が
確
認
出
来
た
ら
、
自

宅
周
辺
の
被
害
状
況
や
、
け
が
人
の
有
無
な
ど
の
情
報
を
、

連
絡
網
を
使
っ
て
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
情
報

交
換
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
地
域
で
は
、
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

あ
な

た
は

ど
の

情
報

を
信

じ
ま

す
か

？
 



平
成

3
0
年

8
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
7
号

(2
) 

 
平
成

3
0
年

8
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
7
号

(3
)  

 

 

 

 
  

 

 
今
年
度
の
児
童
保
健
福
祉
部
は
、

子
育

て
支

援
で

は
マ

マ
の

産
後

ケ
ア
を
兼
ね
た
「
親
子
体
操
教
室
」
、
乳

児
む
け
の
「
育
児
講
座
」
、
乳
幼
児
の

 

 
6
月

2
0
日
、
富
里
近
隣
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
「
ふ
れ
あ
い

食
事
会
」「

歌
声
喫
茶
」
を
広
報
部

が
取
材
し
ま
し
た
。

 

 
「
歌
声
喫
茶
」
で
す
が
、

6
月

1
8
日
に
ピ
ア
ノ
を
新
調
。

ま
た
、
舞
台
も
新
し
く
し
、
今
回
の
「
歌
声
喫
茶
」
で
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」
は
、
給
食
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の

皆
さ

ん
が

一
品

一
品

味
付

け
を

変
え

て
弁

当
を

調
理

。
後

片
付

け
の

あ
と

次
月
の
献
立
を
考
え
話
し
合
い
を
実
施
。

 

高
齢
者

福
祉
部

高
齢
者

福
祉
部

高
齢
者

福
祉
部

高
齢
者

福
祉
部

    

ピ
ア

ノ
・

ピ
ア

ノ
・

ピ
ア

ノ
・

ピ
ア

ノ
・

舞
台

舞
台

舞
台

舞
台

を ををを
新

調
新

調
新

調
新

調
 

を
考
え
て
い
ま
す
。
 

子
育

て
サ

ロ
ン

「
ど

ん
ぐ

り
す

く
す
く
ク
ラ
ブ
」
も
柏
三
小
、
豊
小

遊
び
の
支
援
「
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
講
座
」
 

を
開
催
致
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
に
は
防
災
部
と
協
働
で

体
験
学
習
の
「
防
災
訓
練
と
野
外
炊
飯
」
や
世
代
間
交
流
の

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画

で
そ
れ
ぞ
れ
月

1
回
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
 

子
育

子
育

子
育

子
育

て ててて
支

援
支

援
支

援
支

援
・ ・・・

体
験

学
習

体
験

学
習

体
験

学
習

体
験

学
習

    

児
童
保
健

児
童
保
健

児
童
保
健

児
童
保
健

    
福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

    

 
 

藍
綬
褒

章
受
賞

藍
綬
褒

章
受
賞

藍
綬
褒

章
受
賞

藍
綬
褒

章
受
賞

お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

    

柏
市
消
防
団

 

＝
金
刀
比
羅
神
社
の
由
来
＝
 

緑
ヶ

丘
緑

ヶ
丘

緑
ヶ

丘
緑

ヶ
丘

    
8
/

8
/

8
/

8
/4 444
・ ・・・

5 555
    

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

    

栄
町

栄
町

栄
町

栄
町

    
8 888
/ ///6 666
・ ・・・

7 777
    

二
松
学
舎

二
松
学
舎

二
松
学
舎

二
松
学
舎

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

    

豊
東

豊
東

豊
東

豊
東

    
8
/1
7

8
/1
7

8
/1
7

8
/1
7
・ ・・・

1
8

1
8

1
8

1
8
    

豊
小
学
校

豊
小
学
校

豊
小
学
校

豊
小
学
校

校
庭

校
庭

校
庭

校
庭

    

富
里

富
里

富
里

富
里

    
8
/

8
/

8
/

8
/2
4

2
4

2
4

2
4
・ ・・・

2
5

2
5

2
5

2
5
    

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

    

豊
西

豊
西

豊
西

豊
西

    
8
/

8
/

8
/

8
/2
6

2
6

2
6

2
6
    

豊
町

豊
町

豊
町

豊
町

第
三
公
園

第
三
公
園

第
三
公
園

第
三
公
園

    

 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
し
て
今
年
度
は
「
小
学
生
の

居
場
所
づ
く
り
」
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

 
多

く
の

方
に

参
加

頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
（
部
長
 
中
嶋
明
子
）

2
0
1
8
 

長
、
木
村
副
団
長
に
続
き
、
本
年
度

か
ら
、
穴
澤
正
行
さ
ん
が
第

2
方
面

隊
長
に
就
任
。
ま
た
、
藤
原
美
貴
さ

ん
も

富
里

地
域

か
ら

柏
市

消
防

団
女
性
分
団
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

 
柏
市

立
柏

第
三
小

学
校

体
育

館
に

て
開

催
さ
れ

ま
し

た
。

今
回
で

1
6
回
目
で
す
。
7
つ
の
町
会
か
ら

11
5
名
が
参
加
。
総
勢

4
8
名
の
運
営
委
員
も
汗
を
流
し
ま
し
た
。

 

千
住
宿

界
隈
を

ハ
イ

キ
ン
グ

千
住
宿

界
隈
を

ハ
イ

キ
ン
グ

千
住
宿

界
隈
を

ハ
イ

キ
ン
グ

千
住
宿

界
隈
を

ハ
イ

キ
ン
グ

    

体
育
部
（

5
月

2
6
日
）
 

今
回
は
、
日
光
街
道
、
１
つ
目
の

宿
場

町
と

な
る

千
住

宿
界

隈
を

ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
 

南
千
住
駅
を
起
点
に
足
立
市
場
、

千
住
大
橋
か
ら
や
っ
ち
ゃ
場
、
宿
場

町
と

お
り

の
約

4
K
m
を

楽
し

く
ハ

イ
ク
(芭

蕉
の
俳
句
)
し
ま
し
た
。
 

途
中
、
お
土
産
購
入
タ
イ
ム
が
多

く
、
な
か
な
か
予
定
通
り
に
進
ま
な

い
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
終

点
の

北
千

住
駅

に
は

皆
さ

ん
元

気
な
顔
で
集
合
、
無
事
に
終
了
で
き
ま
し
た
。
参
加
：
3
8
名
 

栄
町

栄
町

栄
町

栄
町

町 町町町
会
編

会
編

会
編

会
編

    

 
木
村
祐
一
さ
ん
（
柏
市
消
防
団
副
団
長
、
中
原
地

区
青
少
協
 会

長
）
が
平
成

3
0
年
春
の
藍
綬
褒
章
を

受
賞
し
ま
し
た
。
平
成

2
7
年
秋
の
鈴
木
哲
さ
ん
（
副

団
長
）
の
藍
綬
褒
章
受
賞
に
続
く
受
賞
で
す
。
柏
市

消
防

団
幹

部
に

富
里

地
域

か
ら

前
述

の
鈴

木
副

団

 
昨

年
、

中
止

と
な

っ
た

ふ
れ

あ
い

の
集

い
 
体

育
祭

。
今

年
は

、
豊

小
校

校
庭

に
て

開
催

予
定
で
す
。
 

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

    
体
育
祭

体
育
祭

体
育
祭

体
育
祭

 
体
育
部

 

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

    
文
化
祭

文
化
祭

文
化
祭

文
化
祭

 
文
化
部

 

地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

皆
さ
ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

3
0

3
0

3
0

3
0
年 年年年

11 111111
月 月月月

3 333
日 日日日
( (((
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4 444
日 日日日
( (((
日 日日日
) )))
    

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

1
0
:
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0

1
0
:
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0

1
0
:
0
0

1
0
:
0
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・
場
所
：

・
場
所
：

・
場
所
：

・
場
所
：

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

    
※
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

3
0

3
0

3
0

3
0
年 年年年

1
0

1
0

1
0

1
0
月 月月月

2
1

2
1

2
1

2
1
日 日日日
( (((
日 日日日
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8
:
4
5

8
:
4
5

8
:
4
5

8
:
4
5
集
合

集
合

集
合

集
合

    
・
場
所
：
豊
小
学
校
校
庭

・
場
所
：
豊
小
学
校
校
庭

・
場
所
：
豊
小
学
校
校
庭

・
場
所
：
豊
小
学
校
校
庭

    
※
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

栄
町

町
会

の
集

会
所
の

1
階
に
は
、

町
会

の
氏

神
様

と
し

て
金

刀
比

羅
神

社
の
お
社
が
鎮
座
し
て
ま
す
。
こ
の
神
様
は
、
昭
和
期
以
前

は
、
中
村
忠
三
郎
の
所
有
地
（
現
在
の
柏

3
丁
目

1
-1
、
旧

水
戸
街
道
と
県
道
市
川
柏
線
の
角
地
）
に
祀
ら
れ
て
い
た
小

さ
な
塚
と
祠
で
す
が
、
昭
和
元
年
の
県
道
新
設
に
際
し
中
村

氏
の

所
有

地
4
2
5

坪
を

道
路

用
地

と
し

て
寄

贈
さ

れ
た

た
め
、
塚
も
な
く
な
り
祠
が
他
へ
移
し
置
か
れ
ま
し
た
。
 

新
県
道
の
完
成
に
伴
い
、
沿
道
に
近
隣
の
商
店
が
次
々
と

移
転
開
業
し
商
店
街
と
し
て
栄
え
、
周
辺
の
住
宅
地
も
含
め

て
栄
町
町
会
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
、
町
内
に
次
々

と
不
幸
な
こ
と
が
重
ね
て
起
こ
り
、
町
会
の
一
大
心
痛
事
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
会
有
志
が
祠
の
こ
と
に
思
い
至

り
、
そ
の
お
祀
り
方
に
神
様
が
ご
立
腹
さ
れ
た
の
が
原
因
で

は
な
い
か
と
の
事
で
、
中
村
忠
三
郎
氏
所
有
の
現
在
地
・
約

1
7
.6

坪
を
栄
町
町
会
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
金
刀
比
羅
神

社
の
お
社
を
設
け
、
ご
神
体
を
お
祀
り
致
し
ま
し
た
。
 

こ
の
時
よ
り
、
毎
年

4
月

1
0
日
を
金
刀
比
羅
神
社
祭
礼

日
と
し
、
栄
町
町
会
の
氏
神
様
と
し
て
町
会
全
員
が
崇
拝
し

て
参
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
全
く
町
内

に
不
幸
な
事
が
な
く
な
り
、
明
る
く
和
気
に
満
ち
近
隣
交
流

が
盛
ん
で
、
ま
た
、
商
店
は
益
々
繁
昌
す
る
こ
と
と
な
り
、
活

気
に
満
ち
た
地
域
に
な
り
ま
し
た
。
 
ま
た
、
昭
和
期
の
世
界

大
戦
の
際
に
は
、
町
内
の
出
征
兵
士
は
金
刀
比
羅
神
社
に
祈
願

し
て
か
ら
出
征
し
ま
し
た
が
、
町
内
に
は
一
人
も
戦
病
死
者
が

な
く
無
事
に
帰
還
し
ま
し
た
。
 

戦
前

に
、

町
会
有

志
の

主
催
で

東
京
大

相
撲
の

男
女

の
川
部

屋
の

一
行

を
迎

え
、

興
行
の
成

功
を
祈

願
い

た
し

ま
し
た
と

こ
ろ
、
前
日
迄
の
悪
天
候
が
当
日
は
稀
に
見
る
晴
天
と
な
り
、
大
入

り
満
員
で
、
損
を
見
越
し
た
興
行
収
支
が

5
割
も
の
配
当
と
な

り
、
関
係
者
は
大
喜
び
で
し
た
。
又
、
昭
和

3
8
年
冬
か
ら

4
3

年
夏
ま

で
の
間

に
氏
神

様
の
近

く
で

、
3

軒
の
火
災

が
発
生

し
ま

し
た
が

、
火

元
の

家
の
み
で

近
隣
へ

の
類

焼
は

全
く
な
く

鎮
火
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
事
柄
が
、
氏
神
様
の
御
加
護
の
賜
も
の

と
し
て
町
内
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
 

栄
町
町
会
で
は
毎
年
、

4
月
の
祭
礼
神
事
と
、
大
晦
日
夜
か

ら
元
旦
の
元
旦
祭
神
事
を
町
会
の
恒
例
行
事
と
し
て
い
ま
す
。

柏
市

立
第

三
柏

市
立

第
三

柏
市

立
第

三
柏

市
立

第
三

小 小小小
    
=
 地

域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校

 =
 

 
今
年

度
よ

り
、

柏
第

三
小
学

校
校

長
に

着
任

し
ま
し

た
小

久
保

武
司

と
申
し

ま
す

。
地

域
に

根
ざ
し

た
、

伝
統

あ
る

柏
第
三

小
学

校
に

着
任

で
き
た

こ
と

を
光

栄
に

思
っ
て

い
ま

す
。

柏
三

小
は
今
年
度
で
創
立

7
1
年
に
な
り
ま
す
。
周
年

行
事
の

際
に

発
行

さ
れ

た
記
念

誌
「

本
校

の
あ

ゆ
み
」
は

4
冊
あ
り
ま
す
。

1
5
周
年
（
昭
和

3
8
年

3
月
）、

3
0

周
年
（
昭
和

5
3
年

7
月
）、

5
0
周
年
（
平
成

1
0
年

3
月
）、

7
0

周
年
（
平
成

2
9
年

11
月
）
で
す
。
特
に
、
1
5
周
年
記
念
誌
は
、

当
時
の
職
員
が
ガ

リ
版
印
刷
で
作
成
し
た
手
作

り
の
も
の
で

し
た
。
そ
の
中
に
、

い
か
に
地
域
の
方
々
が
拠
金

や
労
力
奉
仕

を
行
い
、
施
設
備
品
を
整
備
し
て
い
っ
た
か
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面

に
限
ら
ず
，
登
下
校
の
見
守

り
な
ど
の
ソ

フ
ト
面
の
協
力
も
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

柏
三
小
は
地
域
と
も

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
か

ら
も
「
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
学
校
」
と
な
る
よ
う

努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。
富
里

地
域
の
皆
さ
ま
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
校
長
 
小
久
保
武
司
）

町
会
行
事
に
お
け
る
氏
神
様

の
神
事
は
、
町
会
員
の
融
和

と
結
束
の
た
め
の
「
要
」
と

な
る
行
事
と
し
て
、
町
会
員

総
出
で
大
切
に
執
り
行
っ
て

い
ま
す
。
（
会
長
 
小
池
守
）
 

８
月
の
夏

ま
つ
り
 

 
か

さ
ま
フ
ォ

レ
ス
ト
で

第
4
2

回
 
ふ
れ
あ

い
ゴ
ル
フ

大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
初
参
加

3
名
を
含
む

2
6
名
が
参
加
。
 

 
 
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
汗
を
か
き
な
が
ら
の
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
。

ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
る
順
位
は
、
 

優
 
勝
:
渡
辺
 
昇
さ
ん
(
豊
西
)
 

準
優
勝
:
須
田
 
信
行
さ
ん
(通

一
) 

3
 

 位
:
羽
石
 泰

弘
さ
ん
(通

一
) 

次
回
は

11
月
 
東
我
孫
子

C
C

に
て

開
催
予
定
 

木
村
副
団
長
 

穴
澤
方
面
隊
長
 

藤
原
団
員
 

三
世
代

が
楽
し

く
交

流
三

世
代

が
楽
し

く
交

流
三

世
代

が
楽
し

く
交

流
三

世
代

が
楽
し

く
交

流
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
（

6
月

1
0
日
）

 

第
４
２

回
第

４
２

回
第

４
２

回
第

４
２

回
    
ふ

れ
あ
い

ゴ
ル

フ
大

会
ふ

れ
あ
い

ゴ
ル

フ
大

会
ふ

れ
あ
い

ゴ
ル

フ
大

会
ふ

れ
あ
い

ゴ
ル

フ
大

会
    

体
育
部
（

5
月

1
5
日
）
 



平
成

3
0
年

8
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
7
号

(2
) 

 
平
成

3
0
年

8
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
7
号

(3
)  

 

 

 

 
  

 

 
今
年
度
の
児
童
保
健
福
祉
部
は
、

子
育

て
支

援
で

は
マ

マ
の

産
後

ケ
ア
を
兼
ね
た
「
親
子
体
操
教
室
」
、
乳

児
む
け
の
「
育
児
講
座
」
、
乳
幼
児
の

 

 
6
月

2
0
日
、
富
里
近
隣
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
「
ふ
れ
あ
い

食
事
会
」「

歌
声
喫
茶
」
を
広
報
部

が
取
材
し
ま
し
た
。

 

 
「
歌
声
喫
茶
」
で
す
が
、

6
月

1
8
日
に
ピ
ア
ノ
を
新
調
。

ま
た
、
舞
台
も
新
し
く
し
、
今
回
の
「
歌
声
喫
茶
」
で
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」
は
、
給
食
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の

皆
さ

ん
が

一
品

一
品

味
付

け
を

変
え

て
弁

当
を

調
理

。
後

片
付

け
の

あ
と

次
月
の
献
立
を
考
え
話
し
合
い
を
実
施
。

 

高
齢
者

福
祉
部

高
齢
者

福
祉
部

高
齢
者

福
祉
部

高
齢
者

福
祉
部

    

ピ
ア

ノ
・

ピ
ア

ノ
・

ピ
ア

ノ
・

ピ
ア

ノ
・

舞
台

舞
台

舞
台

舞
台

を ををを
新

調
新

調
新

調
新

調
 

を
考
え
て
い
ま
す
。
 

子
育

て
サ

ロ
ン

「
ど

ん
ぐ

り
す

く
す
く
ク
ラ
ブ
」
も
柏
三
小
、
豊
小

遊
び
の
支
援
「
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
講
座
」
 

を
開
催
致
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
に
は
防
災
部
と
協
働
で

体
験
学
習
の
「
防
災
訓
練
と
野
外
炊
飯
」
や
世
代
間
交
流
の

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画

で
そ
れ
ぞ
れ
月

1
回
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
 

子
育

子
育

子
育

子
育

て ててて
支

援
支

援
支

援
支

援
・ ・・・

体
験

学
習

体
験

学
習

体
験

学
習

体
験

学
習

    

児
童
保
健

児
童
保
健

児
童
保
健

児
童
保
健

    
福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

福
祉
部

    

 
 

藍
綬
褒

章
受
賞

藍
綬
褒

章
受
賞

藍
綬
褒

章
受
賞

藍
綬
褒

章
受
賞

お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

    

柏
市
消
防
団

 

＝
金
刀
比
羅
神
社
の
由
来
＝
 

緑
ヶ

丘
緑

ヶ
丘

緑
ヶ

丘
緑

ヶ
丘

    
8
/

8
/

8
/

8
/4 444
・ ・・・

5 555
    

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

一
本
松
公
園

    

栄
町

栄
町

栄
町

栄
町

    
8 888
/ ///6 666
・ ・・・

7 777
    

二
松
学
舎

二
松
学
舎

二
松
学
舎

二
松
学
舎

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

    

豊
東

豊
東

豊
東

豊
東

    
8
/1
7

8
/1
7

8
/1
7

8
/1
7
・ ・・・

1
8

1
8

1
8

1
8
    

豊
小
学
校

豊
小
学
校

豊
小
学
校

豊
小
学
校

校
庭

校
庭

校
庭

校
庭

    

富
里

富
里

富
里

富
里

    
8
/

8
/

8
/

8
/2
4

2
4

2
4

2
4
・ ・・・

2
5

2
5

2
5

2
5
    

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

    

豊
西

豊
西

豊
西

豊
西

    
8
/

8
/

8
/

8
/2
6

2
6

2
6

2
6
    

豊
町

豊
町

豊
町

豊
町

第
三
公
園

第
三
公
園

第
三
公
園

第
三
公
園

    

 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
し
て
今
年
度
は
「
小
学
生
の

居
場
所
づ
く
り
」
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

 
多

く
の

方
に

参
加

頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
（
部
長
 
中
嶋
明
子
）

2
0
1
8
 

長
、
木
村
副
団
長
に
続
き
、
本
年
度

か
ら
、
穴
澤
正
行
さ
ん
が
第

2
方
面

隊
長
に
就
任
。
ま
た
、
藤
原
美
貴
さ

ん
も

富
里

地
域

か
ら

柏
市

消
防

団
女
性
分
団
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

 
柏
市

立
柏

第
三
小

学
校

体
育

館
に

て
開

催
さ
れ

ま
し

た
。

今
回
で

1
6
回
目
で
す
。
7
つ
の
町
会
か
ら

11
5
名
が
参
加
。
総
勢

4
8
名
の
運
営
委
員
も
汗
を
流
し
ま
し
た
。

 

千
住
宿

界
隈
を

ハ
イ

キ
ン
グ

千
住
宿

界
隈
を

ハ
イ

キ
ン
グ

千
住
宿

界
隈
を

ハ
イ

キ
ン
グ

千
住
宿

界
隈
を

ハ
イ

キ
ン
グ

    

体
育
部
（

5
月

2
6
日
）
 

今
回
は
、
日
光
街
道
、
１
つ
目
の

宿
場

町
と

な
る

千
住

宿
界

隈
を

ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
 

南
千
住
駅
を
起
点
に
足
立
市
場
、

千
住
大
橋
か
ら
や
っ
ち
ゃ
場
、
宿
場

町
と

お
り

の
約

4
K
m
を

楽
し

く
ハ

イ
ク
(芭

蕉
の
俳
句
)
し
ま
し
た
。
 

途
中
、
お
土
産
購
入
タ
イ
ム
が
多

く
、
な
か
な
か
予
定
通
り
に
進
ま
な

い
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
終

点
の

北
千

住
駅

に
は

皆
さ

ん
元

気
な
顔
で
集
合
、
無
事
に
終
了
で
き
ま
し
た
。
参
加
：
3
8
名
 

栄
町

栄
町

栄
町

栄
町

町 町町町
会
編

会
編

会
編

会
編

    

 
木
村
祐
一
さ
ん
（
柏
市
消
防
団
副
団
長
、
中
原
地

区
青
少
協
 会

長
）
が
平
成

3
0
年
春
の
藍
綬
褒
章
を

受
賞
し
ま
し
た
。
平
成

2
7
年
秋
の
鈴
木
哲
さ
ん
（
副

団
長
）
の
藍
綬
褒
章
受
賞
に
続
く
受
賞
で
す
。
柏
市

消
防

団
幹

部
に

富
里

地
域

か
ら

前
述

の
鈴

木
副

団

 
昨

年
、

中
止

と
な

っ
た

ふ
れ

あ
い

の
集

い
 
体

育
祭

。
今

年
は

、
豊

小
校

校
庭

に
て

開
催

予
定
で
す
。
 

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

    
体
育
祭

体
育
祭

体
育
祭

体
育
祭

 
体
育
部

 

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

ふ
れ
あ
い
の
集
い

    
文
化
祭

文
化
祭

文
化
祭

文
化
祭

 
文
化
部

 

地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

皆
さ
ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

・
日
時
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平
成

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

3
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・
場
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・
場
所
：
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・
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富
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近
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セ
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タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー

    
※
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
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成

・
日
時
：
平
成

・
日
時
：
平
成

・
日
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：
平
成

3
0

3
0

3
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月 月月月

2
1

2
1

2
1

2
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8
:
4
5

8
:
4
5

8
:
4
5

8
:
4
5
集
合

集
合

集
合

集
合

    
・
場
所
：
豊
小
学
校
校
庭

・
場
所
：
豊
小
学
校
校
庭

・
場
所
：
豊
小
学
校
校
庭

・
場
所
：
豊
小
学
校
校
庭

    
※
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

栄
町

町
会

の
集

会
所
の

1
階
に
は
、

町
会

の
氏

神
様

と
し

て
金

刀
比

羅
神

社
の
お
社
が
鎮
座
し
て
ま
す
。
こ
の
神
様
は
、
昭
和
期
以
前

は
、
中
村
忠
三
郎
の
所
有
地
（
現
在
の
柏

3
丁
目

1
-1
、
旧

水
戸
街
道
と
県
道
市
川
柏
線
の
角
地
）
に
祀
ら
れ
て
い
た
小

さ
な
塚
と
祠
で
す
が
、
昭
和
元
年
の
県
道
新
設
に
際
し
中
村

氏
の

所
有

地
4
2
5

坪
を

道
路

用
地

と
し

て
寄

贈
さ

れ
た

た
め
、
塚
も
な
く
な
り
祠
が
他
へ
移
し
置
か
れ
ま
し
た
。
 

新
県
道
の
完
成
に
伴
い
、
沿
道
に
近
隣
の
商
店
が
次
々
と

移
転
開
業
し
商
店
街
と
し
て
栄
え
、
周
辺
の
住
宅
地
も
含
め

て
栄
町
町
会
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
、
町
内
に
次
々

と
不
幸
な
こ
と
が
重
ね
て
起
こ
り
、
町
会
の
一
大
心
痛
事
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
会
有
志
が
祠
の
こ
と
に
思
い
至

り
、
そ
の
お
祀
り
方
に
神
様
が
ご
立
腹
さ
れ
た
の
が
原
因
で

は
な
い
か
と
の
事
で
、
中
村
忠
三
郎
氏
所
有
の
現
在
地
・
約

1
7
.6

坪
を
栄
町
町
会
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
金
刀
比
羅
神

社
の
お
社
を
設
け
、
ご
神
体
を
お
祀
り
致
し
ま
し
た
。
 

こ
の
時
よ
り
、
毎
年

4
月

1
0
日
を
金
刀
比
羅
神
社
祭
礼

日
と
し
、
栄
町
町
会
の
氏
神
様
と
し
て
町
会
全
員
が
崇
拝
し

て
参
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
全
く
町
内

に
不
幸
な
事
が
な
く
な
り
、
明
る
く
和
気
に
満
ち
近
隣
交
流

が
盛
ん
で
、
ま
た
、
商
店
は
益
々
繁
昌
す
る
こ
と
と
な
り
、
活

気
に
満
ち
た
地
域
に
な
り
ま
し
た
。
 
ま
た
、
昭
和
期
の
世
界

大
戦
の
際
に
は
、
町
内
の
出
征
兵
士
は
金
刀
比
羅
神
社
に
祈
願

し
て
か
ら
出
征
し
ま
し
た
が
、
町
内
に
は
一
人
も
戦
病
死
者
が

な
く
無
事
に
帰
還
し
ま
し
た
。
 

戦
前

に
、

町
会
有

志
の

主
催
で

東
京
大

相
撲
の

男
女

の
川
部

屋
の

一
行

を
迎

え
、

興
行
の
成

功
を
祈

願
い

た
し

ま
し
た
と

こ
ろ
、
前
日
迄
の
悪
天
候
が
当
日
は
稀
に
見
る
晴
天
と
な
り
、
大
入

り
満
員
で
、
損
を
見
越
し
た
興
行
収
支
が

5
割
も
の
配
当
と
な

り
、
関
係
者
は
大
喜
び
で
し
た
。
又
、
昭
和

3
8
年
冬
か
ら

4
3

年
夏
ま

で
の
間

に
氏
神

様
の
近

く
で

、
3

軒
の
火
災

が
発
生

し
ま

し
た
が

、
火

元
の

家
の
み
で

近
隣
へ

の
類

焼
は

全
く
な
く

鎮
火
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
事
柄
が
、
氏
神
様
の
御
加
護
の
賜
も
の

と
し
て
町
内
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
 

栄
町
町
会
で
は
毎
年
、

4
月
の
祭
礼
神
事
と
、
大
晦
日
夜
か

ら
元
旦
の
元
旦
祭
神
事
を
町
会
の
恒
例
行
事
と
し
て
い
ま
す
。

柏
市

立
第

三
柏

市
立

第
三

柏
市

立
第

三
柏

市
立

第
三

小 小小小
    
=
 地

域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校

 =
 

 
今
年

度
よ

り
、

柏
第

三
小
学

校
校

長
に

着
任

し
ま
し

た
小

久
保

武
司

と
申
し

ま
す

。
地

域
に

根
ざ
し

た
、

伝
統

あ
る

柏
第
三

小
学

校
に

着
任

で
き
た

こ
と

を
光

栄
に

思
っ
て

い
ま

す
。

柏
三

小
は
今
年
度
で
創
立

7
1
年
に
な
り
ま
す
。
周
年

行
事
の

際
に

発
行

さ
れ

た
記
念

誌
「

本
校

の
あ

ゆ
み
」
は

4
冊
あ
り
ま
す
。

1
5
周
年
（
昭
和

3
8
年

3
月
）、

3
0

周
年
（
昭
和

5
3
年

7
月
）、

5
0
周
年
（
平
成

1
0
年

3
月
）、

7
0

周
年
（
平
成

2
9
年

11
月
）
で
す
。
特
に
、
1
5
周
年
記
念
誌
は
、

当
時
の
職
員
が
ガ

リ
版
印
刷
で
作
成
し
た
手
作

り
の
も
の
で

し
た
。
そ
の
中
に
、

い
か
に
地
域
の
方
々
が
拠
金

や
労
力
奉
仕

を
行
い
、
施
設
備
品
を
整
備
し
て
い
っ
た
か
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面

に
限
ら
ず
，
登
下
校
の
見
守

り
な
ど
の
ソ

フ
ト
面
の
協
力
も
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

柏
三
小
は
地
域
と
も

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
か

ら
も
「
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
学
校
」
と
な
る
よ
う

努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。
富
里

地
域
の
皆
さ
ま
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
校
長
 
小
久
保
武
司
）

町
会
行
事
に
お
け
る
氏
神
様

の
神
事
は
、
町
会
員
の
融
和

と
結
束
の
た
め
の
「
要
」
と

な
る
行
事
と
し
て
、
町
会
員

総
出
で
大
切
に
執
り
行
っ
て

い
ま
す
。
（
会
長
 
小
池
守
）
 

８
月
の
夏

ま
つ
り
 

 
か

さ
ま
フ
ォ

レ
ス
ト
で

第
4
2

回
 
ふ
れ
あ

い
ゴ
ル
フ

大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
初
参
加

3
名
を
含
む

2
6
名
が
参
加
。
 

 
 
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
汗
を
か
き
な
が
ら
の
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
。

ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
る
順
位
は
、
 

優
 
勝
:
渡
辺
 
昇
さ
ん
(
豊
西
)
 

準
優
勝
:
須
田
 
信
行
さ
ん
(通

一
) 

3
 

 位
:
羽
石
 泰

弘
さ
ん
(通

一
) 

次
回
は

11
月
 
東
我
孫
子

C
C

に
て

開
催
予
定
 

木
村
副
団
長
 

穴
澤
方
面
隊
長
 

藤
原
団
員
 

三
世
代

が
楽
し

く
交

流
三

世
代

が
楽
し

く
交

流
三

世
代

が
楽
し

く
交

流
三

世
代

が
楽
し

く
交

流
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
（

6
月

1
0
日
）

 

第
４
２

回
第

４
２

回
第

４
２

回
第

４
２

回
    
ふ

れ
あ
い

ゴ
ル

フ
大

会
ふ

れ
あ
い

ゴ
ル

フ
大

会
ふ

れ
あ
い

ゴ
ル

フ
大

会
ふ

れ
あ
い

ゴ
ル

フ
大

会
    

体
育
部
（

5
月

1
5
日
）
 



平
成

3
0
年

8
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
7
号

(4
) 

 
平
成

3
0
年

8
月

1
日
発
行

 
ふ
る
さ
と
通
信

 
第

1
2
7
号

(1
)  

 
 

 

発
行
：
柏

市
富
里

地
域
ふ

る
さ
と

協
議
会

・
富
里

地
区
社

協
部
会

 
h
tt
p
:/
/w

w
w
.f
k
-t
om

is
a
to
.n
et
/ 

「
柏

市
富

里
地

域
ふ

る
さ

と
協

議
会

」
は

、
J
R

柏
駅

か

ら
南

柏
駅

に
位

置
す

る
７

つ
の

町
会

で
構

成
さ

れ
て

い

ま
す

。
近

隣
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
、

町
会

の
垣

根
を

越
え

て
、

福
祉

活
動

や
地

域
住

民
の

交
流

を
図

り
、

住
み

よ
い

生
活

環
境

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

活
動

し
て

い
ま

す
。

 

編
集
・
制

作
：
広

報
部
 

k
oh

o@
fk

-t
om

is
a
to

.n
et
 

 
お

問
合

せ
：
℡

 0
4

0
4

0
4

0
4
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1
7
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7
1
7
3

7
1
7
3

7
1
7
3
- ---9

5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1

9
5
3
1
（

富
里

近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）

（
富

里
近
隣

セ
ン
タ

ー
）
 

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

富
里
地

域
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
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問
い
合
わ
せ
：
近
隣
セ
ン
タ
ー
 

0
4
-7
1
7
3
-9
5
3
1
 

※
2
0
1
8
年

7
月

2
2
日
時
点
の
情
報
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

～ ～～～
    
誤 誤誤誤
    飲 飲飲飲

    に ににに
    注

意
注
意

注
意

注
意
    
～ ～～～
 
 

 
 

 
 

 
 

3
歳
未
満
に
多
く
、
最
近
は
高
齢
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
 

１
.
誤
飲
が
多
い
品
 

 
・
乳
幼
児
：
医
薬
品
、
タ
バ
コ
、
コ
イ
ン
、
ボ
タ
ン
電
池
 

 
・
高
齢
者
：
医
薬
品
、
洗
剤
や
洗
浄
剤
、
入
れ
歯
 

２
.
防
ぐ
に
は
 

 
・
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な
い
 

 
・
薬
の
包
装
シ
ー
ト
を

1
錠
ご
と
に
切
り
離
さ
な
い
 

 
・
食
品
以
外
の
品
を
食
品
容
器
に
移
さ
な
い
 
他
 

相
談
窓
口
：
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

1
8
8
 

電
話
：

0
4
-7
1
6
4
-4
1
0
0
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
溝
田
節
子
）

近
隣

近
隣

近
隣

近
隣

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

休
館

日
休
館

日
休
館

日
休
館

日
    

8 888
月 月月月

2
0

2
0

2
0

2
0
日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

日
（

月
）

    
    9 999

月 月月月
1
9

1
9

1
9

1
9
日

（
月
）

日
（
月
）

日
（
月
）

日
（
月
）

    

    
辺
り
か
ら
は
、
宿
泊
旅
行
。
桑
名
宿
か
ら
鈴
鹿
峠
を
越
え
、
大
津
宿

を
過
ぎ
て
京
都
、
三
条
大
橋
に
到
着
。
新
幹
線
な
ら

2
時
間
半
の

東
海
道

5
0
0
キ
ロ
で
す
が
、
テ
ク
テ
ク

3
年
半
か
け
て
妻
と
二
人

三
脚

で
歩
き

ま
し

た
。
東

海
道

は
今

も
昔

も
わ

が
国
の

政
治

経
済

の
大
動
脈
。
所
々
に
往
時
を
し
の
ば
せ
る
町
並
み
、
景
色
が
残
っ
て

お
り
、
さ
な
が
ら
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
そ
し
て
、
各
地
の
美
味
し

い
食
を
肴
に
、
飲
む
ビ
ー
ル
は
最
高
で
す
。
 

 
セ

ン
タ
ー

を
訪

れ
る
利

用
者

の
横

顔
を

拝
見

し
な
が

ら
、

人
生

の
楽
し
み
方
は
色
々
だ
な
と
感
じ
入
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
 

線
を
ぐ
る
り
歩
き
。
こ
れ
に
飽

き
足

ら
ず

東
海

道
歩

き
旅

を
決
行
。

2
0
0
7
年

5
月
、
歩
き

出
し

は
日

本
橋

か
ら

川
崎

宿
ま
で
。
次
は
川
崎
駅
ま
で
電
車

移
動
し
、
そ
こ
か
ら
保
土
ヶ
谷

宿
ま
で
歩
き
ま
す
。
そ
し
て
箱

根
を
越
え
、
三
島
宿
を
過
ぎ
た

 
い

つ
も

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
私
は
若
い
頃
か
ら
時
折
散
歩
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
5
0

歳
を

過
ぎ

た
頃

か
ら

本
格

化
。

割
り

と
飽

き
っ

ぽ
い

性
格

で
し

た
が
，
今
回
歩
い
た
最
終
地
点
が
次
回
の
出
発
点
と
な
る
よ
、
そ

こ
ま

で
電

車
な

ど
に

乗
り

そ
の

先
を

歩
く

…
を

繰
返

し
繋

い
で

い
く
。
こ
れ
が
長
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
 

 
歩

き
始

め
は

自
宅

か
ら

柏
駅

を
経

由
し

て
馬

橋
駅

ま
で

。
次

は
電

車
で

馬
橋

駅
ま

で
移

動
し

、
常

磐
線

上
り

方
面

に
歩

き
出

し
、
や
が
て
日
暮
里
駅
に
到
着
。
続
い
て
山
手
線
、
次
に
大
江
戸

人
生
の
楽
し
み
方
と
は
？

 

日
時

 
イ
ベ
ン
ト
名

 
窓
口

 

8
月

 
1
7
～

1
8
日

  
1
6
:0
0
～

 
納
涼
夏
祭
り
大
会
（
豊
小
）
 

豊
町
東
町
会
 

 
2
4
～

2
5
日

 
1
8
:0
0
～

 
富
里
盆
お
ど
り
大
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

富
里
町
会
 

 
2
6
日

（
日
）
 

1
0
:0
0
～
 

納
涼
盆
お
ど
り
大
会
（
豊
町
第

3
公
園
）
 

豊
町
西
町
会
 

9
月

 
１

日
（
土

）
 

1
0
:0
0
～

 
ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
3
日

（
月

）
 

1
0
:0
0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
5
日

（
水

）
 

1
0
:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
柏
三
小
子
供
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部

 

 
11

日
（

火
）

 
1
0
:0
0
～

 
母
と
子
の
つ
ど
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
2
日

（
水
）

 
1
0
:0
0
～

 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
9
日

（
水
）
 

11
:0
0
～
 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

高
齢
者
福
祉
部
 

 
2
0
日

（
木
）

 
1
0
:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
豊
小
こ
ど
も
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
2
3
日

（
日
）

 
1
0
:0
0
～

 
緑
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
緑
ヶ
丘
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
2
3
日

（
日
）

 
1
0
:0
0
～

 
体
育
祭
準
備
全
体
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

体
育
部
 

1
0
月

 
1
日

（
月

）
 

1
0
:0
0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
3
日

（
水

）
 

1
0
:0
0
～

 
ど
ん
ぐ
り
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
三
小
こ
ど
も
ル
ー
ム
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
6
日

（
土

）
 

1
0
:0
0
～

 
ふ
る
協
定
例
役
員
会
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

ふ
る
協
事
務
局
 

 
9
日

（
火

）
 

1
0
:0
0
～

 
母
と
子
の
つ
ど
い
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

児
童
保
健
福
祉
部
 

 
1
0
日

（
水
）

 
1
0
:0
0
～

 
富
里
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
（
近
隣
セ
ン
タ
ー
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 
1
5
日

（
月
）

 
1
0
:0
0
～

 
豊
友
サ
ロ
ン
（
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
）
 

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 

 

３
.
対
応
は
 

 
吐
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
誤
飲
し
た
品
に
よ
り
危
険
な

 
場
合
も
あ
り
ま
す
。
迷
っ
た
ら
、
医
療
機
関
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

 
お
役
立
ち
情
報

 

・
災
害
専
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
(1
7
1
) 

・
か
し
わ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
 

・
地
域
で
使
え
る
公
衆
電
話
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
 

h
tt
p
s:
//
se

rv
ic
e.
g
eo

sp
a
ce

.j
p
/p
td

-n
tt
ea

st
/ 

携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
メ
ー
ル

機
能
を
利
用
し
て
、

情
報
を
配
信
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

 
災
害
情
報
や
地
域

の
火
災
情
報
な
ど
、

柏
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
を
配
信
し
て
い
ま

す
。

 

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.i
k
k
r.
jp
/k
a
sh

iw
a
ci
ty

/ 

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.n
tt
-w

es
t.
co

.j
p
/d
en

g
on

/w
a
y
/ 

地
震
な
ど
大
災
害
発
生
時
は
、
安
否
確
認
、
見
舞
、
問
合
せ

な
ど
の
電
話
が
急
激
に
増
加
し
、
電
話
が
つ
な
が
り
難
い
状
況

が
発
災
当
日
～
数
日

間
続
き
ま
す
。

 
災
害
時
に
限
定
し

て
ご

利
用

可
能

な
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
（

1
7
1
）（

電
話

サ
ー
ビ
ス
）」

を
平
成

1
0
年

3
月

3
1
日
か

ら
提

供
し

て
い

ま
す
。

 

今
年

も
西

日
本

で
豪

雨
が

甚
大

な
被

害
を

も
た

ら
し

ま
し
た
。
数
年
前
に
は
鬼
怒
川
が
決
壊
す
る
な
ど
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
災
害
が
立
て
続
け
に
発
生
し
て
い
ま
す
。「

防
災

無
線
が
聞
こ
え
な
い
」
、「

避
難
勧
告
の
意
味
を
取
り
違
え
て

い
る
」
な
ど
行
政
の
指
示
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
警

告
の
理
解
が
不
十
分
だ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
、
被
害
を
大
き

く
し
た
原
因
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

 
8
月

3
0
日

~
9
月

5
日
は
防
災
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に

私
た
ち
の
緊
急
連
絡
網
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
現
在
は

S
N
S
な
ど
の
技
術
革
新
が
著
し
く
、
情
報
が
溢

れ
て
い
ま
す
が
、
発
信
者
が
不
明
な
情
報
や
、
悪
意
の
あ
る

情
報
も
混
在
し
て
い
ま
す
。
誤
報
の
連
鎖
は
新
た
な
被
害
を

も
た
ら
す
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
最
も
信
頼
の
お
け

最
も
信
頼
の
お
け

最
も
信
頼
の
お
け

最
も
信
頼
の
お
け

る
情

報
は

行
政

が
発

信
し

た
情

報
で

す
。

る
情

報
は

行
政

が
発

信
し

た
情

報
で

す
。

る
情

報
は

行
政

が
発

信
し

た
情

報
で

す
。

る
情

報
は

行
政

が
発

信
し

た
情

報
で

す
。

た
し

か
な

情
報

を
基
に
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 
柏
市
で
は
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
各
近
隣
セ

ン
タ
ー
に
職
員
が
駆
け
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
、
管
轄
す
る
地
域
の
町
会
に
行
政
か
ら
の
最
新

情
報

や
、

要
援

護
者

の
リ

ス
ト

な
ど

を
伝

達
す

る
と

と
も

に
、
各
町
会
か
ら
被
災
状
況
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま
す
。
近

隣
セ

ン
タ

ー
と

各
町

会
の

連
携

が
情

報
収

集
の

要
と

も
い

え
ま
す
。
伝
達
を
う
け
た
町
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
あ

っ
た
独
自
の
連
絡
網
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
町
内
の

ど
こ
か
ら
情
報
を
得
た
ら
い
い
の
か
、
事
前
に
確
認
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

 

公
衆

電
話

が
何

処
に

設
置

さ
れ

て
い

る
の

か
を

知
っ

て
い

る
人

は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

 
災

害
時

の
こ

と
を

考
え

る
と

、
も

し
携

帯
電

話
が

使
え

な
い

時
の

た
め

に
保

険
と

し
て

知
っ

て
お

く
こ

と
を

お
す

す
め
し
ま
す
。

 

私
 
た
 
ち
 

行
政

 

近
隣
セ
ン
タ
ー

 

各
町
会
の
緊
急
連
絡
網

 

各
町
会

 

ま
た
、
ご
自
身
と
ご
家
族
の
安
全
が
確
認
出
来
た
ら
、
自

宅
周
辺
の
被
害
状
況
や
、
け
が
人
の
有
無
な
ど
の
情
報
を
、

連
絡
網
を
使
っ
て
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
情
報

交
換
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
地
域
で
は
、
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

あ
な

た
は

ど
の

情
報

を
信

じ
ま

す
か

？
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